
はじめに

埋蔵文化財の発掘調査報告書をインターネット上
で公開する。より多くの人が、より簡便に、いつで
も発掘調査成果を利用できる仕組みとして、情報化
社会ではこの方法が最も有力視されています。

インターネット上に倉庫をつくり、発掘調査報告
書をおさめ、検索・閲覧できるようにする。これが、
埋蔵文化財の発掘調査報告書をインターネット上で
公開するための設計図です。広い倉庫と使いやすい
ルールを整えれば、あとは在庫量が利用者の関心を
ひく鍵となります。「なんでもあります、そろいま
す」ほど素敵なフレーズはありません。

では、誰がインターネット上の発掘調査報告書を
増やし、利用者の満足度を向上させるのでしょうか。

最もシンプルな答えは、発掘調査報告書の発行者
ではないでしょうか。つくった人が棚におさめ、つ
かう人が求めて持ちかえる。地域物産館の流通構造
と同じ仕組みがインターネット上にも展開し、より
多くの人に、より簡便に、いつでも利用できるよう

に、発掘調査報告書を流通させているのです。
この文章は、熊本県教育庁が発掘調査報告書をイ

ンターネット上に公開した手順と効果、その作業の
手軽さと自由度を紹介することを目的として記しま
した。

1．報告書の倉庫をえらぶ

熊本県教育庁は、発掘調査報告書をインターネッ
ト上で公開する方法として「全国遺跡報告総覧」へ
の参加を選択しました 1）。さまざまな公開方法のな
かから全国遺跡報告総覧を選択した理由は、次の 3
点にまとめることができます。

まず、利用者にとってワンストップとなっている
ことです。ワンストップ（英：one-stopservice）と
は「1 か所で何でもそろうこと」であり、さまざま
な手続きを一括して行える仕組みです。いくつもの
発掘調査報告書を探している利用者も、ここ 1 か所
で用事が足りるような在庫量が全国遺跡報告総覧に
はおさめられています。

次に、高い検索能力が整えられていることです。
書名や発行機関など発掘調査報告書の書誌的事項の
他、遺跡情報、PDFファイル内のフルテキストデー
タも対象とした検索能力が全国遺跡報告総覧には備
わっており、しかも適時更新されています。利用者
は、膨大な在庫量の発掘調査報告書の中から、すば
やく、自分にあった方法で、目的の発掘調査報告書
を探しだせるのです。
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最後に、安心できる保守機能が備わっていること
です。全国遺跡報告総覧のシステムと、そこにおさ
められた発掘調査報告書は、正常な状態を維持しつ
づけるよう保守されています。おさめられた発掘調
査報告書が勝手に改変されないよう倉庫を守ること
は、利用者に正確なデータを提供する第一歩です。

このように、利用者が簡単に、はやく、正確に報
告書を閲覧することを要件として、これを満たす全
国遺跡報告総覧への参加を選択しました。

2．報告書を登録する

熊本県教育庁は、平成 27 年度に正味 10 日程の期
間で 272 冊の発掘調査報告書を全国遺跡報告総覧に
登録しました。登録に必要なのは、各報告書の抄録
データとPDFファイルです。その収集や作成といっ
た実作業にあたったのは 1 名、発掘調査等のない日
をつかい、3次にわけて登録をすすめました。

はじめに、すべての発掘調査報告書の抄録データ
を作成しました。書誌事項、所収遺跡、遺跡概要を
表計算ソフト（Excel）にまとめ、一括登録の準備
をします。各報告書の抄録データは、近年の刊行で
あれば巻末の報告書抄録を転記し、昔年の刊行であ
れば都道府県市町村教育委員会、全国埋蔵文化財法
人連絡協議会、奈良文化財研究所がすすめてきた報
告書抄録データベースを利用しました。いずれの場
合も、既存の電子データを漁り、コピー・アンド・
ペーストでデータ収集し、検索・置換により表記を
統一しました。

次に、PDF ファイルの準備です。手始めとして、
すでに PDF ファイルが作成されている発掘調査報

告書を対象として作業をすすめ、先述の抄録データ
作成とPDFファイル収集に3日、全国遺跡報告総覧
へのアップロードに半日をかけて、77冊の発掘調査
報告書を登録しました。これが第1次登録です。第2
～3次は、発掘調査報告書をスキャンしてPDFファ
イルを作成しました。古びた発掘調査報告書の背を
断ち、バラバラにしたページをスキャナーにかけて
PDFファイルを作成する作業は、裁ち、揃え、置く
といった動作の反復です。シンプルな動作の反復作
業だったので習熟度もはやく上がったのでしょう。
第2次はPDFファイルの作成に2日、アップロード
に2時間をかけて87冊を登録し、第3次はPDFファ
イルの作成に 4 日、アップロードに 2 時間をかけて
108冊を登録しました。

このように、平均 27 冊 / 日ほどのペースで裁ち、
揃え、置く動作を繰りかえし、正味10日ほどで272
冊の発掘調査報告書を全国遺跡報告総覧に登録する
ことができました。それぞれの発掘調査報告書にか
かる作業時間は10分/冊ほど、これなら小さな空き
時間をみつけて取りくむこともできそうです。

3．はやく簡単に作業する

発掘調査報告書を全国遺跡報告総覧に登録する作
業は、シンプルな動作の反復であるがゆえに、つい
つい細かく凝った要素をつけ加えたくなります。例
えば、図版をより高精細に収録しようとしたり、参
照部分にハイパーリンクを埋めこんだりする誘惑に
かられ、ついついPDFファイルのサイズと数を増や
してしまいがちです。しかし、インターネット上に
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倉庫をつくり、発掘調査報告書をおさめ、検索・閲
覧できるようにする当初の目的と、これらの誘惑と
は一切関係がありません。利用者にとっては、PDF
ファイルのサイズと数が増えれば増えるほど使い勝
手は悪くなるのです。

発掘調査報告書を全国遺跡報告総覧に登録する作
業にあたり、いちばん重要なのは、閲覧用の PDF
ファイルをつくるという目的を堅持することです。
そのため、2 つのことを意識して作業をすすめまし
た。第一は刊行物（底本）とPDFファイルを一意的
に対応させること、第二に全国遺跡報告総覧の仕様
に一致するようPDFファイルを最適化すること、以
上の2つです。発掘調査報告書とPDFファイルを1
対 1 で対応させるのは、利用者は刊行された報告書
ベースで検索・閲覧をおこなうためです。分冊され
た報告書の場合でも1対1の対応関係を保ち、3分冊
の報告書には 3 ファイルの PDF を登録することと
しています。

これから刊行する発掘調査報告書の場合、印刷
仕様書に PDF ファイルの納品をくわえれば、閲覧
用PDFファイルをつくれます。「全国遺跡報告総覧
マニュアル」 2）に記された推奨仕様の PDF ファイル
は、印刷屋さんが DTP ソフトのボタンを数回押す
だけで作成できるので、報告書の印刷にPDF納品が
加わっても金額はほとんど変わりません。自治体に
よっては CD 代金を加算した例もありますが、この
水準にまでコストがこなれた技術となっているので
す。

いままでに刊行された発掘調査報告書の場合、
PDFファイルがあれば「全国遺跡報告総覧マニュア
ル」に記された推奨仕様に調整し、PDFファイルが
ない場合は推奨仕様にあわせて発掘調査報告書をス
キャンすれば、閲覧用PDFファイルをつくれます。

発掘調査報告書をスキャンする場合は、スキャ
ナーの能力にあわせて PDF ファイルを作成せざる
をえません。たとえば、A4スキャナーならA3、A3
ノビなどの折込みは A4 サイズに裁断してスキャン
します。印刷して貼りあわせれば折込みページを復

元閲覧できますし、テキスト検索にはまず影響しま
せん。一部色刷りの発掘調査報告書なら、一部色刷
りのページも白黒モードまたはグレースケールモー
ドでスキャンすることをおすすめします。単色ペー
ジと多色ページを各個にスキャンして結合する手間
は、担当者のモチベーションを容赦なくうばい低下
させます（※個人の感想です）。また、PDF ファイ
ルは OCR 処理が施されているものを使用すること
となっていますが、OCRテキストの校正作業は省略
することをおすすめします。PDFファイルがあれば
再 OCR ができますし、OCR 技術はどんどん高度化
しています。

最後に、熊本県教育庁では、PDFファイルに電子
書籍の奥付をつけています。奥付には、底本を明示
し、閲覧を目的としていること、底本がおさめられ
た場所を紹介しています。そして、書名、発行者情
報、制作日といった電子書籍の書誌事項を記してい
ます。合併した市町村では、書誌事項に加えて現時
点の出土文化財の保管状況、その公開・活用の窓口
を記せば、電子書籍の奥付は発掘調査の周辺情報を
アップデートする方法としても利用できるのではな
いでしょうか。

4．Web公開した効果

発掘調査報告書を全国遺跡報告総覧に登録してイ
ンターネット上に公開した効果を、ここで紹介しま
しょう。

利用者への効果は、広い地域の多数の発掘調査成
果を、はやく簡便に検索・閲覧できることです。こ
れに、発掘調査報告書を容易に携帯できるなどの二
次的な効果がくわわります。登録者への効果は、発
掘調査成果をはやく簡便に提供し、その実績を統計
として把握できることです。これに、書架を節減し
効率的な空間利用ができるなどの二次的な効果がく
わわります。このような効果は、災害発生時にはっ
きりとあらわれます。非常時であればあるほど付加
要素がそぎ落とされ、先鋭化したかたちでものごと
があらわれるからでしょう。
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平成28年（2016年）4月14日21時26分そして4月
16日 1時 25分に震度7の熊本地震が発災しました。
熊本県文化財調査報告の全国遺跡報告総覧への登録
が一段落した 2 週間後のことです。前震発災直後か
ら熊本の地震履歴が報道され、本震後にはマスコミ
や研究者から地震痕跡の調査成果についての問合せ
が増えてきました。しかし、発掘調査の写真や報告
書を収蔵している文化財収蔵庫は被災し、報道機関
の現地取材の下調べや研究者の検討資料の閲覧に応
えられる状況ではありませんでした。そんななか、
様々な人々の多様なリクエストに黙々と応えていた
のが全国遺跡報告総覧です。熊本地震が発災した平
成28年（2016年）4月にはファイルダウンロード数
が高騰し、5 月でも通常の 2 倍を数え、6 月に 2,004
件、7月の1,516件をへて通常ダウンロード件数に復
帰しています。利用者の注目をあつめた遺跡も、熊
本地震発災直後には「熊本城」、「装飾古墳」といっ
た熊本を代表するカテゴリーとともに、地震痕跡を

記録した「小野原遺跡群」、「二子塚」、「石の本遺跡
群」などの発掘調査報告書がダウンロード上位にな
らんでいました。

熊本地震の発災直後で復旧困難なフェイズでも、
多くの人が簡便に被災地熊本の発掘調査成果を利用
する仕組みとして、全国遺跡報告総覧は機能してい
たのです。

5．全国遺跡報告総覧の特徴

全国遺跡報告総覧は、より多くの人が、より簡便
に、いつでも発掘調査成果を利用できる仕組みで
す。登録者は1冊あたり10分ほどの簡単な作業でイ
ンターネット上に発掘調査報告書を公開でき、利用
者は広い地域の多数の発掘調査成果をはやく簡便に
検索・閲覧できます。

これから刊行する報告書は印刷時に PDF ファイ
ルをつくり、いままでに刊行された報告書はスキャ
ンしてPDFファイルをつくります。スキャンに必要
な機材は断裁機とスキャナー。断裁機はカッターで
もよいし、スキャナーは複合コピー機でもつかえま
す。そして、PDFファイル登録に必要な機材はイン
ターネットに接続されたコンピュータ。いずれも官
公庁では身近な備品といえるでしょう。

発掘調査報告書の閲覧サイトとしてすぐれた検索
能力と安心できる保守機能がそなわった全国遺跡報
告総覧は、あたらしい登録者が増えるほど、利用者
にはより大きなワンストップの満足感がもたらされ
る構造をそなえています。
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